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＜連絡事項＞
・平成30年度入社式について
　4/2 13:10よりメンタルケア病棟4階にて入社式が行われます。詳細は各自Wiz掲示板にて確認してください。

・平成30年度春の健康診断を下記の日程で実施致します。
詳しい内容実施対象者などはWiz掲示板添付ファイルにて確認してください。
＜血液・尿・血圧・聴力検査＞

日程：４月２４日（火）、２５日（水）、２６日（木）　計３日間
時間： ８：３０　～　１２：００

＜胸部レントゲン検査＞　※要予約

日程：４月９日（月）～２０日（金）※土日を除く１０日間
予約開始日：３月２８日（水）～
予約方法：WIZ書類ﾌｫﾙﾀﾞ→みんなの共有→総務室→
　　　　　「＜予約表＞胸部レントゲン・心電図」の希望日時に氏名を入力

＜心電図検査＞
日程：４月２３日（月）～２６日（木）４日間
予約開始日：３月２８日（水）～
予約方法：WIZ書類ﾌｫﾙﾀﾞ→みんなの共有→総務室→
　　　　　「＜予約表＞胸部レントゲン・心電図」の希望日時に氏名を入力
・六角堂祭の雨天時の日時が4/20から4/25（水）13：00-13：30に変更となっています。
＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～鼻汁の訴えあり、フェキソフェナジンが本日昼より3日分処方となる。
・齊藤　光枝様～持参薬から臨時薬へ切り替え、3/29より8日分処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。妄想様発言無く、余暇は臥床して過ごされている。スタッフ対面時の声高さは無い。本日開始の定期薬より内容変更となっており、拒薬はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・藤井　崇史様～眼光の鋭さ、表情の硬さ見られている。他患者様に対して威嚇する行為はあるが、粗暴行為は無い。
・上村　ヨシヱ様～夜間良眠で経過。各食全量摂取しており、服薬の拒否はない。帰宅要
求はあるが、切迫性は無く説明には応じている。

・泉山　紀子様～首の上下運動続いている。飲水要求頻回にあるが都度説明にて了承され、
過度となる事は無い。肩の疼痛訴えあるが、自制内で経過。
・袴田　将志様～夜間ほぼ不眠で経過。来詰しては妄想様発言あり。また、飲水要求頻回にあり、都度説明にもしつこさ見られている。

・根地戸　恵様～深夜帯2時より覚醒し、以降不眠で経過。日中は入院に至った経緯を話
したり、他者へ話し掛けたりする事あるが、過度となる事は無く、自ら切り上げる事出来ている。
＜深澤Dr診察患者様情報＞
・下村　慶子様～右耳下腺腫脹あり、レボフロキサシン(500)1T　1×夕5日分処方となっている。飲み切り止めの指示。クーリングにて対応し、悪化するようであれば再度指示受けすることとなる。
・小田　沙也加様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。

・小舘　晴様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・木村　格治様～ニュープロパッチ７日分継続処方。今後、増量していくこと本人へ説明し、本人も了承している。
・三浦　幹様～食事摂取状況報告し、水分摂取はできていることから点滴は止めとし、臨時薬にエンシュアリキッド2缶　2×朝・夕が追加となり14日分処方となる。
・根地戸　恵様～臨時薬は同内容で3/30(金)より6日分処方となる。携帯電話の使用は許可となるが頻回に使用する場合は都度介入すること、カメラの使用は禁止とすること説明している。
・吉田　レイ子様～ロラゼパム(0.5)2T→3Tへ増薬となり、14日分処方となる。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：久芳　実都（くば　みと）様

　生年月日：平成5年1月16日　25歳

　病　　名：うつ病

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Dユニット

　入院形態：任意入院

　主治医　：田名部Dr

　　

（経過）

　父はくば小児科医。小学校時代は頭痛・腹痛でなかなか学校へ行けない事があったが、中・高学校は問題なく通学できていた。大学は中退。その後、東京や仙台（オペレーターのバイト）で短期間働いていた際、定職に就くように母様が助言した後より電話等しても音信不通となる。H29．5月本人の様子を見に行くと何もせず、横になり過ごしていた。希死念慮がある為、実家へ連れて帰り、小児科医の父が漢方薬を処方したり、運動を一緒にしたり対応していた。しかし、以降引きこもり状態となりH30.3.3八甲田山へ入山し、自殺未遂を図る。警察へ保護された時は軽い凍傷があり、「死にたい。」と話していた。全く泣く事もなく、反省している様子もなかった。食事は摂れており、睡眠に関しては一日中横になっている事が多い。今回症状改善目的で入院も含めて相談があり、H30.3.28初診。入院に対して同意あり、同日東病棟Dユニットへ任意入院となる。

※食事：常食（軽食）
※携帯電話、音楽プレーヤー使用許可あり。消灯後預かりで本人了承済。本人のカバンごと預かり、カバンの中にイヤホンや充電器、爪切りが入ってます。（貴重品は母様へ返却済）
